
此
り
好
期
に
稔
り
熱
の
冷
め
ざ
る
内
二
そ
宗
教
家
の
最
L
曾
越
す
べ
き
時
で

あ
る
υ

虚
餓
多
き
枇
舎
に
悩
み
北
口
L
ん
で
ゐ
あ
総
て
の
人
々
や
救
は
ん
と
す
る

重
大
な
責
任
わ
る
事
ね
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
苦
悩
多
、
す
枇
舎
の
民
日
ハ
中
に
立

っ
て
己
れ
の
本
分
の
銭
に
戦
ヘ
オ
ゴ
て
の
熱
は
そ
の
健
闘
、
そ
れ
は
第
二
の

女
化
即
時
制
紳
文
明
の
往
設
で
あ
晶
、
只
そ
れ
H
H

血
燃
え
肉
眼
る
官
庁
々
宗
教
家
に

於
て
の
み
築
き
よ
ら
れ
Z
の
で
あ
5
0

訟
に
五
百
岡
山
晶
品
目
文
由
学
部
の
棲
榊
は
布
教
停
泊
押
の
一
と
し
て
毎
年
一
回
俊
行
と

な
っ
て
対
る
の
で
あ
る
が
、
長
い
間
五
回
h
y

共
り
宿
望
れ
り
L
断
書
館
の
設
立
が

本
年
の
大
合
に
於
て
市
閑
談
さ
れ
、
そ
の
設
立
費
に
充
つ
あ
べ
〈
向
ふ
数
年
問
機

一
柳
在
中
止
す
る
事
に
な
っ
れ
。

－
次
に
本
誌
の
品
目
行
が
慮
升
握
れ
大
事
は
誠
に
止
む
た
得
ざ
る
事
情
あ
り
て
と

口
一
宮
ヘ
白
貧
の
念
じ
唱
え
な
い
。

今
ま
で
雑
誌
縦
賢
所
に
備
へ
付
け
し
雑
誌
巾
弔
は
り
圃
4
4
H

品
開
設
立
費
に
恋
つ

べ
4
寄
附
雑
誌
か
除
〈
外
全
部
徹
府
間
寸
名
古
帯
と
決
議
さ
れ
た
忌
後
に
本
合
、
書

籍
雑
誌
や
御
贈
奥
ド
さ
れ
し
諸
兵
に
針
L
深
〈
感
謝
の
意
か
表
す
る
次
第
で
あ

e
b

。
今
、
雑
誌
寄
贈
者
の
芳
名
与
一
京
さ
ぱ

大
時
事
報
（
東
京
立
正
大
事
）
天
業
民
報
戸
天
業
民
報
枇
）

日
出
羽
新
聞
ハ
東
京
日
宗
枇
）
身
延
教
訓
柑
（
身
雄
教
報
一
蹴
ゾ

立

正

（

高

杉

立

正

枇

〉

党

隠

（

大

阪

鹿

児

隈

関

）

雄
婦
、
現
代
、
政
治
、
中
央
公
論
、
婦
人
公
給
（
東
京
望
月
軍
四
郎
氏
）

唯

一

（

大

阪

覚

醒

閑

〉

得

世

帯

（

大

阪

得

導

枇

）

三

賀

f

東
京
森
江
書
店
）
宣
明
庵
ハ
日
蓮
妙
龍
合
）

闘
の
光
公
尽
核
問
教
枇
）
信
来
月
報
ハ
名
古
屋
信
夫
合
リ

わ

U
F大
阪
あ

Z
ひ
枇
）
立
正
教
報
（
榊
戸
立
正
社
）

さ

胤

際

高
1λ 

報
ハ
東
京
、
高
橋
祭
致

n、
議
同
一
機
刀
、
結
城
瑞
光
計
J

上

ハ

松

村

生

〉

運

動

部

報

運
動
日
此
の
音
楽
は
な
ん
と
な
く
カ
強
い
感
か
典
え
晶
、
春
の
若
葉
筋
立

つ
械
な
脊
春
の
意
気
が
窺
わ
れ
る
o

世
の
向
上
品
目
展
と
共
に
運
動
は
世
界
的
に

旺
盛
に
な
っ
て
来
六
而
も
近
時
運
動
掛
川
の
旺
ん
な
凶
税
先
進
凶
な
る
事
は
事
貨

で
運
動
が
鼠
に
理
解
さ
れ
て
来
六
事
で
あ
る
と
感
ふ
。
或
Z
人
は
云
ふ
「
三
寸

の
舌
頭
良
〈
大
政
か
左
右
す
」
亦
或
ろ
人
は
一
五
ふ
；
住
し
て
目
ら
千
里
の
外
に

走
ら
す
」
大
い
に
然
り
‘
文
師
附
能
〈
人
心
た
指
削
L
幽
の
危
急
存
亡
や
救
ふ
而

L
文
熊
亦
肉
休
ら
醗
れ
て
は
存
ぜ
？
、
故
に
其
人
の
功
績
の
大
小
は
総
べ
て
身

休
の
鎚
不
ー
似

ι依
る
事
は
昔
日
か
要
し
な
い
、
今
平
凶
事
多
端
の
時
「
健
全
な
梢

紳
は
健
全
な
ろ
身
体
に
宿
る
」
千
古
不
磨
の
金
言
は
盆
々
業
の
光
輝
や
新
に
し

来
れ
の
で
あ
る
o

此
慮
に
於
て
か
民
の
寂
光
土
世
界
の
霊
山
れ
る
静
か
な
阻
山

に
園
事
ぷ
我
等
も
唯
本
化
前
一
闘
の
大
法
た
準
ぷ
と
云
ふ
事
の
み
か
以
て
足
れ
り
と

し
て
は
居
ら
れ
な
い
禍
容
〈
社
舎
の
人
心
か
観
て
は
今
4

皮
に
現
在
将
来
の
多
事

か
思
ひ
て
身
休
の
鍛
錬
に
志
さ
ず
に
は
局
ら
な
い
、
昨
秋
震
災
の
影
響
で
我
部

設
備
の
完
全
は
期
し
て
得
ぢ
り
L
L
斯
ふ
し
れ
民
の
意
味
の
運
動
に
志
す
人
の

逐
次
に
ふ
へ
て
来
六
事
は
民
に
喜
ば
し
き
事
で
あ
5
0

O
庭
球
部

mr
如
き
は
金
生
徒
の
半
数
与
占
め
日
曜
日
の
如
、
き
は
二
三
十
人

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
姿
が
入
り
突
り
て
奮
闘
す
る
様
は
此
れ
が
伽
藍
悌
教
の
奥
殿

に
住
む
人
の
様
に
は
回
船
へ
な
い
技
術
の
如
き
も
日
々
上
達
し
て
春
秋
二
度
の
試

作
な

rに
は
物
凄
い
V
！
y
か
見
ぜ
て
ゐ
Z
o

ロ
弓
術
部

L
遮
均
に
町
ん
に
な
っ
て
き
て
目
録
以
上
の
人
が
三
人
L
居
5
0
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我
国
持
有
の
も
の
に
げ
に
静
か
に
悠
身
と
一
一
樋
異
様
な
緊
張
振
か
見
ぜ
て
引
絞

ヲ
4
h
姿
静
寂
た
破
る
命
中
の
音
疏
石
に
昔
か
偲
ぱ
ぜ
る
視
に
部
員
の
誇
り
と
す

る
所
で
あ
5
0

最
後
に
曾
員
諸
活
「
永
世
の
関
与
服
す
て
う
燈
章
一
守
は
設
な
る
ぞ
」
と
猷
ひ

叫
ぶ
諸
君
よ
o
民
の
意
味
に
於
げ
る
運
動
か
し
て
盆
＃
略
目
措
置
ぜ
し
め
以
て
心
身

共
に
壮
健
か
期
L
此
の
校
歌
た
し
て
怠
義
あ
ら
し
め
ん
事
た
望
ん
で
止
ま
ね
の

で
あ
Z
。
（
鍾
吟
生
〉

i
l
l
a
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》
畠
・
・
・
・
1
1
1
1
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